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令和６年度新羽地区社会福祉協議会事業報告 

事業名 事  業  結  果  報  告 

会報発行 

 

 

１．「ふくしの和」第４０号(令和７年１月１日)５,５００部を発行し、町内会員全

戸に配布。新羽高校ボランティア部に編集に参加してもらう初めての取り組みも

行った。小学校からの作文も各校３作と増大し、町内会で行った行事も詳しく掲

載して、今後の町内会活動への参加につながるよう写真も多く取り入れた。賛助

会費の使い道では、小学校へのパーテーション寄贈の記事も大きな写真入りで掲

載した。 

 

２．社協ニュース 年３回の発行。賛助会員や各種募金のご協力者に、地区社協

の活動内容を知ってもらえるよう工夫した。研修会の様子などを紙面に載せ、地

域住民に考えるきっかけ作りを行った。 

 

研修・施設

見学 

 

令和６年 6 月 2 日研修会「新羽と水害」を実施。約５０名の参加者があった。港

北区役所職員を講師に迎え、新羽地区で水害が起きたことを想定し、ハザード

マップを用い水害に遭い易い箇所や避難経路の確認をした。行政から出される警

報等を、参加者それぞれがどの段階でどう行動するべきかを深く考えることが出

来た。 

令和６年１１月１４日 バス研修を実施。千葉県香取市の「恋する豚研究所」を訪

問、視察。視察先は、米作りからはじめ、養豚、加工販売までを行う珍しい取り

組みをしている福祉団体。施設内の説明を聞いたあと、実際に加工品を試食。斬

新なふくしへの考え方の理解を深めた。 

令和７年２月９日 研修会 「薬剤師からみた能登半島地震」～地震災害支援が私

たちに教えてくれること～ を開催。移動薬局車（災害対策医療品供給車両）で

被災地を訪れ支援してきた港北区薬剤師を講師に招き、当時の様子や費年所での

注意点などの貴重な体験談を伺った。告知チラシは町内の薬局等に掲示をお願い

し、幅広い世代の参加者を集めた。34 名の参加者。 

 

児童福祉 

 

・新羽小学校および新田小学校の新入学児童に、交通安全を願った黄色い帽子

（新羽小 ５９個/新田小 ２８個 ※新羽地区在住の児童）を入学説明会にて

児童保護者に贈呈した。 

・新羽小学校の個別支援学級に、学習時に必要な木製パーテーション４台  

（１４，４００円）を購入し寄贈。詳しい説明は「社協ニュース」及び「ふく

しの和」に写真入りで掲載し、多くの住民の方への周知もした。 

・令和 7年 3 月 28 日に「春休み子ども映画上映会」を開催。居場所のない子ど

もたちへの居場所づくりとして初めて試みた。新羽地区子どもネットワークに

協力いただき、ケアプラザにて映画 DVD を上映。午前と午後の 2回開催。 
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事業名 事  業  結  果  報  告 

在宅援護 

 

民生委員・児童委員に協力していただき、高齢者世帯・ひとり親世帯等 気がか

りな世帯へ慰問品を持って訪問し、近況の確認を行った。 

慰問品は台所洗剤２本・ハンドソープ１本・２０Ｌゴミ袋をセットにし、３１世

帯へ配られた。 前年度は３３世帯。 

助成活動 

 

 

今年度助成金申請のあったものは次の通りである。 
 

① 新羽連合町内会防犯部 

年１回発行の文集「若い芽」の発行費の一部として申請。 

  

② 民生委員児童委員連絡協議会および保護司会 

市民児協・区民児協会費および区保護司会会費に充当する目的で申請。 

 個人負担なく会費を納めることができた。 

 

③ ひっとプラン住民交流部会 令和 6年 4 月 7日「餃子を作ろう」のイベント

補助費用。１０，０００円 ケアプラザにて小学生以上の料理教室の開催。 

 

④ にっぱオレンジ（認知症カフェ）運営費 １１，０００円 新規団体。ケア

プラザ主導にて行ってきた認知症カフェを新規団体が引き続き運営すること

になり、月 1 回開催（11 ヶ月分）の運営費の助成をおこなった。 

 

⑤ 注連引き保存会 わらへび作りの材料など ２０，０００円 新羽地区の伝

統行事のわらへび作りを保存会メンバーが新羽小学校 3 年生に継承する教室

を実施。また大きいわらへびを作成し、新羽小・新羽中・新田小に掲げてい

る。 

 

⑥ ＹＮＭＣ横浜新羽モルッククラブ 道具代 ５２，４６６円 新たに誕生し

たスポーツ団体。年齢・性別・障害の有無に関係なく誰でも楽しめる新しい

競技の「モルック」。定期的な練習会やイベントでの共同開催などでたくさん

の住民におもしろさを知ってもらい、異世代交流の場作りを行う。 

 

⑦ 新羽地区青少年指導員協議会 ユニフォーム不足分代 ４４，０００円 港

北区からの支給のユニフォームでは新羽地区メンバー分に足りないため、不

足分の購入費用として助成。上着のみ区からの指定品が決まらず戻し入れ。 

 

⑧ 新羽地区保健活動推進員会 あるこう会助成 ３３，０００円 住民の健康

促進のためのウォーキングイベント（年 3回開催）の下見交通費や保険代な

どの運営費補助として助成。 

 

⑨ にっぱラジオ隊 活動費 ７，０００円 毎月第 2・第 4 土曜日に開催して

いるだれでも参加できるラジオ体操の会。出席カードの発行費や年間参加回

数に応じた表彰の費用の助成。 

 

⑩ 新羽地区子どもネットワーク 春休み子ども映画会運営費 ７，０００円 

令和 7 年 3月 28 日新羽地域ケアプラザにて新羽地区社協が主催の子ども向

け映画 DVDの上映会の開催にあたり、協力。チラシの印刷代や会場装飾品

の購入費用として助成。 
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事業名 事  業  結  果  報  告 

助成活動 

続き 

 

【その他助成活動】 

新羽町連合町内会との協力 

・合同敬老の集いが開かれないので、昨年同様、各町内会・自治会ごとの敬老イベ

ントに対し３万円ずつ（８町会２４万円）の助成を行った。 

 

賛助会員の

募集 

 

町会加入者の減少や転出、事業所の減少などで口数の増加は難しい中、町内会・

自治会のみなさまに取り組んで頂き、感謝申し上げます。 

賛助会費は 一口２千円にてお願いをしている。 

今年度は 1，032，000 円の賛助会費の協力があり、地区社協事業の重要な原

資となった。協力いただいた方の氏名は「ふくしの和」に掲載し、受領の確認代

わりとした。 

 

年末たすけ

あい運動 

 

 

年 末 た す け あ い 募 金  町 内 会 別 募 金 額 

 
 

・配分内容 

在宅援護配分は４7 世帯７6 人に       ３５８，０００円 

社会福祉施設等への活動補助金として２施設へ  ３０，０００円 

社会福祉団体への活動補助金として２団体へ  １６２，5００円 

    

残額は港北区社会福祉協議会へ送り、港北区の障害者団体やその活動の助けと

なった。また新羽地区の活動助成金としての配分もあった。 

 

 

 

自主事業 

 

 

９月の認知症を考える月間にあわせた新羽地域ケアプラザ主催【オレンジの輪プ

ロジェクト～誰もが安心して暮らせる町 新羽～２０２４】にて ８/９、９／

７、９／１７、９／２１，１０／５の各イベント・講習会の参加者へ、認知症へ

の理解を深めるテーマカラーのオレンジ色のマリーゴールドの花苗を地区社協事

務局員より手渡した。花苗代は花の里づくりの会が負担していただいた。 

 

 単位：円 

町 会 名 募 金 額 

南 町 内 会 ３７２，３５０ 

中 之 久 保 町 内 会 ９０，７００ 

大 竹 町 内 会 ４１，８００ 

中 央 町 内 会 ２１５，０００ 

新 羽 町 自 治 会 ７８，０００ 

新 羽 町 町 内 会 ２３７，０００ 

北 新 羽 町 内 会 ２１０，０００ 

クリオ新横浜北自治会 ６０，６１０ 

募金総合計 １，305，４６０ 
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事業名 事 業 結 果 報 告  

総会・会議 

 

 

・総会 通常総会の開催。委任状に加え、その場の参加者の賛否を加えたもので

議決した。事前に届いた書面による質問や意見には常務理事会で話し合いを設

け、回答をした。 

 

・常務理事会を毎月行われる連長会のあとに開催した。また、事務局会議を月１

回以上集まり、常務理事会の議題の作成等の話し合いを行った。 

・常務理事会での議題および議事録を各町内会・自治会の理事へも配付し、地区

社協の現状や活動内容を周知した。 

 

ほかに 

・区社協主催の定期会議や、会長会への参加。 

・区社協主催の講習会   

 

 

 


